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第
26
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た 

 

 

３
月
11
日
（
土
）
の
午
前
10
時
よ
り
、
組
合
事
務

所
に
て
第
26
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

総
代
会
に
て
審
議
さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

薫
風
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
事
業
の
推
進
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

当
組
合
も
平
成
30
年
に
は
設
立
10
年
の
区
切
り
を

迎
え
ま
す
。
今
年
度
は
、
来
年
２
月
に
開
催
す
る
第
３

回
の
総
会
及
び
続
く
５
月
の
総
代
選
挙
に
向
け
て
の
準

備
を
進
め
る
な
ど
、
組
合
と
し
て
も
大
変
重
要
な
年
度

と
な
り
ま
す
。
役
員
一
同
こ
れ
ま
で
以
上
に
気
を
引
き

締
め
て
事
業
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。 

 
 

 

組
合
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
お
待

た
せ
し
て
お
り
ま
し
た
、
都
市
計
画
道
路
南
秋
葉
線
と

東
茶
屋
線
が
４
月
27
日
に
開
通
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
道
路
網
の
完
成
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
に
繋
が

る
も
の
と
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

ま
た
、
今
年
度
の
工
事
予
定
と
し
て
、
茶
屋
地
区
や

大
西
地
区
の
水
路
築
造
お
よ
び
区
画
道
路
築
造
・
舗
装

工
事
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
地
権
者
の
皆
様
に
早
期
に

土
地
利
用
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
さ
ら
に

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

一
方
、
保
留
地
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
去
る
４
月

20
日
と
21
日
に
不
動
産
販
売
業
者
に
対
す
る
説
明
会

を
開
催
す
る
等
、
早
期
処
分
に
向
け
て
日
々
努
力
を
重

ね
て
お
り
ま
す
。
特
に
大
西
地
区
の
集
合
保
留
地
は
、

現
在
も
次
々
と
新
た
な
建
築
が
進
む
状
況
を
活
か
し
、

周
辺
の
道
路
水
路
整
備
の
進
捗
に
あ
わ
せ
て
随
時
販
売

の
促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に
、
早
期
に
事
業
が
完
了
で
き
る
よ
う
役
員
一

同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

★
第
１
号
議
案 

 

平
成
29
年
度
の
主
な
事
業
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て 

①
主
な
事
業
に
つ
い
て 

●
会
議
関
係 

 

役
員
改
選
の
た
め
の
総
会
や
、
平
成
28
年
度
の
決

算
な
ど
の
総
代
会
及
び
平
成
30
年
度
の
予
算
な
ど
の

総
代
会
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

●
工
事 

 

次
の
工
事
に
つ
い
て
関
係
各
署
と
調
整
を
行
い
、
調 

整
が
整
い
次
第
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

・
都
市
計
画
道
路
整
備 

 
 

南
秋
葉
線
、
東
茶
屋
線
を
開
通
さ
せ
る
こ
と
を
は

じ
め
と
し
て
、
西
茶
屋
線
の
北
部
区
間
等
、
全
線
開

通
に
向
け
て
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

川
原
地
区
の
電
線
共
同
溝
工
事
や
、
歩
道
空
間
の
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

・
区
画
道
路
整
備 

 
 

東
茶
屋
地
区
、
大
西
地
区
等
に
お
い
て
、
面
的
に

整
備
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

・
水
路
整
備 

 
 

平
成
28
年
度
か
ら
引
続
い
て
い
る
部
分
も
含

め
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
整
備
と
調
整
し
な
が
ら
水
路
整

備
を
行
い
ま
す
。 

・
整
地
工
事 

 
 

大
西
地
区
、
東
茶
屋
地
区
を
中
心
に
、
工
事
や
建

物
移
転
に
合
せ
た
造
成
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

●
補
償
関
係 

 

工
事
に
必
要
な
建
物
移
転
の
推
進
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン 

の
移
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
裏
面
に
続
く
） 
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●
負
担
金 

 

下
水
道
に
つ
い
て
、
覚
書
に
よ
り
年
度
割
り
し
た
、

最
終
年
度
分
の
金
額
を
支
払
い
ま
す
。
な
お
、
ガ
ス
に

つ
い
て
は
平
成
25
年
度
に
、
上
水
道
に
つ
い
て
は
平

成
27
年
度
に
支
払
が
完
了
し
て
い
ま
す
。 

●
調
査
設
計
関
係 

・
工
事
が
適
正
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
工
事
監
理
を
行

い
ま
す
。 

 

・
支
障
と
な
る
移
転
物
件
の
調
査
を
行
い
ま
す
。 

・
工
事
の
た
め
の
測
量
や
、
仮
換
地
の
使
用
収
益
開
始 

 

に
伴
う
木
杭
の
設
置
を
行
い
ま
す
。 

②
収
支
予
算
に
つ
い
て 

 

下
段
の
表
に
あ
る
と
お
り
計
上
し
ま
し
た
。 

★
第
２
号
議
案 

 

平
成
29
年
度
借
入
金
の
借
入
れ
及
び
そ
の
方
法
並
び 

に
借
入
金
の
利
率
及
び
償
還
方
法
に
つ
い
て 

 

10
億
円
を
限
度
と
し
て
、
利
率
年
２
％
以
内
で
必 

要
の
都
度
、
５
金
融
機
関
か
ら
借
入
れ
を
す
る
も
の 

で
す
。
借
入
先
金
融
機
関
は
、
㈱
愛
知
銀
行
、
㈱
十 

六
銀
行
、
㈱
中
京
銀
行
、
㈱
名
古
屋
銀
行
、
な
ご
や 

農
業
協
同
組
合
で
す
。 

★
第
３
号
議
案 

 

仮
換
地
の
変
更
及
び
保
留
地
の
設
定
に
つ
い
て 

 

74
、
75
街
区
（
イ
オ
ン
北
街
区
）
に
お
い
て
、
一

体
的
な
商
業
開
発
を
実
現
す
る
た
め
に
、
仮
換
地
指
定

に
つ
い
て
一
部
変
更
し
、
保
留
地
に
つ
い
て
設
定
を
行

う
も
の
で
す
。 

 

前
回
の
総
代
会
の
第
２
号
議
案
と
同
様
の
内
容
で
す

が
、
開
発
業
者
と
の
調
整
や
契
約
手
続
き
を
整
え
る
た

め
の
期
間
と
し
て
１
年
程
度
を
見
込
ん
で
お
り
、
議
案

が
発
効
す
る
条
件
（
停
止
条
件
）
の
期
限
を
平
成
30

年
度
予
算
に
か
か
る
総
代
会
の
前
日
と
し
て
い
ま
す
。 

★
主
な
質
疑
応
答 

 

総
代
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
な
さ
れ
、
組
合

は
次
の
よ
う
に
答
弁
し
ま
し
た
。 

○ 

下
水
道
新
設
負
担
金
を
い
つ
ま
で
支
払
い
、
総
額

は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。
支
払
い
に
比
べ
て
整
備
が

遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

→ 

総
額
23
億
円
を
、
９
年
間
で
分
割
し
て
支
払

う
と
取
り
決
め
て
お
り
、
平
成
29
年
度
で
支
払
い

は
完
了
し
ま
す
。 

 

平成２９年度収支予算 

○ 

い
た
る
と
こ
ろ
で
舗
装
を
掘
り
返
し
て
い

て
、
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

も
う
少
し
計
画
的
に
で
き
な
い
の
か
。 

 

→ 

も
と
も
と
舗
装
し
て
あ
る
生
活
道
路
に

関
し
て
は
、
利
便
性
や
安
全
性
を
考
慮
し

て
、
側
溝
等
整
備
時
に
は
一
度
、
仮
舗
装

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
整
備
す
る
際
に
は
、
再
度
掘
削
を

し
、
最
後
に
本
舗
装
を
行
う
計
画
で
進
め

て
い
ま
す
。 

  
 

整
備
率
は
50
％
を
超
え
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
は
よ
り
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

○ 

戸
田
荒
子
線
の
信
号
設
置
の
進
捗
状
況
は
？ 

 

→ 

早
期
の
設
置
を
目
指
し
、
現
状
の
道
路

形
態
の
ま
ま
で
設
置
が
で
き
な
い
か
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
が
、
南
側
の
道
路
が
狭
く
規

制
が
か
か
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
規

制
を
少
な
く
し
て
住
民
の
利
便
性
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
調
整
を
し
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○ 

両
茶
橋
東
の
交
差
点
付
近
の
工
事
は
、
将
来

的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
予
定
か
。 

 

→ 

国
道
３
０
２
号
線
の
直
上
に
高
速
道
路

を
建
設
し
て
お
り
、
国
道
と
高
速
道
路
の
連

結
点
が
造
ら
れ
る
予
定
で
す
。
完
成
後
も
、

国
道
へ
の
出
入
り
は
こ
れ
ま
で
通
り
側
道
か

ら
行
う
こ
と
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
国

道
事
務
所
に
は
住
民
へ
の
周
知
を
わ
か
り
や

す
く
行
う
よ
う
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○ 

建
築
物
や
工
作
物
の
新
築
・
増
改
築
を
行

う
場
合
は
、
土
地
区
画
整
理
法
76
条
に
基

づ
く
申
請
と
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
地
区

計
画
の
届
出
が
必
要
で
す
。 

 
 

最
近
、
塀
や
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど
を
申
請
・

届
出
せ
ず
に
設
置
し
て
い
る
案
件
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
違
法
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

○ 

使
用
収
益
開
始
後
の
仮
換
地
は
、
所
有
す

る
方
が
除
草
等
を
お
こ
な
い
、
適
正
に
管

理
し
て
く
だ
さ
い
。 

○ 

仮
換
地
の
境
界
を
明
確
に
す
る
た
め
、
仮

換
地
杭
は
大
切
に
保
全
し
て
く
だ
さ
い
。 

○ 

組
合
か
ら
の
書
類
の
発
送
や
各
種
通
知
な

ど
を
漏
れ
な
く
行
う
た
め
、
土
地
の
売

買
・
相
続
・
贈
与
等
に
よ
り
所
有
権
を
移

転
し
た
と
き
や
、
住
所
を
変
更
し
た
と
き

は
、
必
ず
組
合
へ
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

○ 

南
秋
葉
線
及
び
万
場
藤
前
線
に
お
い
て
電

線
共
同
溝
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

地
中
か
ら
電
線
類
を
引
き
込
む
た
め
、
沿

道
に
建
物
を
計
画
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

組
合
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

○ 

組
合
事
業
で
道
路
側
溝
を
新
設
し
た
箇
所

に
つ
い
て
、
組
合
の
負
担
で
側
溝
蓋
を
設

置
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

詳
細
に
つ
い
て
は
同
封
し
て
い
る
案
内
文

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

お
願
い 

 

 《 問い合わせ先 》 

  名古屋市茶屋新田土地区画整理組合        

   電話 （０５２）６１８‐７７３２                   

   

  事務局 （公財）名古屋まちづくり公社  

        区画整理部 区画整理課                          

        電話 （０５２）２１１‐６０７２ 

収入の部  単位：千円 

科目 本年度予算額 摘要 

補助金 754,780 （国、名古屋市より） 

助成金 395,052 水路、下水道、舗装費助成 

保留地処分金 1,850,000 都市計画道路沿道、川原地区一般保留地 等 

雑収入 14,800 保留地の一時使用料 等 

借入金 1,000,000 金融機関借入 

前年度繰越金 4,500,000   

合計 8,514,632   

   

 支出の部  単位：千円 

科目 本年度予算額 摘要 

会議費 823 総会費 125、総代会費 300、諸会議費 193 等 

事務所費 151,466 
報酬 27,550、使用料 3,230、需用費 7,525、 

保留地処分諸費 48,300、組合事務委託費 56,808 等 

工事費 1,811,800 
都市計画道路築造費 633,400、都計道舗装費 98,400、 

区画道路築造費 253,400、区画道路舗装費 208,200、 

水路築造費 418,400、整地費 120,000 等 

補償費 900,920 
建物等移転費 573,920、電柱移設費 95,000、 

上水道移設費 70,000、ガス移設費 70,000 等 

負担金 365,483 下水道新設負担金 365,483（Ｈ29で完了） 

調査設計費 283,570 
事業調査設計費 38,200、工事設計監理費 155,700、 

補償調査設計費 34,520、測量費 39,550 

換地設計費 14,700 等 

借入金償還金 1,000,000   

借入金利子 10,000  

仮清算交付金 30,000 換地不交付の仮清算 

雑支出 9,668 弁護士費用、慶弔見舞 等 

予備費 3,950,902   

合計 8,514,632   

写真貼付 

   地区の骨格軸となる南秋葉線と東茶屋線が開通しました！ 

都市計画道路南秋葉線 

都市計画道路東茶屋線 

保留地分譲中！ 
詳細はホームページをご覧ください。 

    ホームページ 

             アクアヴェルデ南陽                 

     http://aquaverde.jp         


